
関門海峡周辺の道路ネットワークの利用形態について

資料５



関門海峡周辺の道路ネットワーク

＜凡 例＞
■道路種別

高速自動車国道
都市高速道路
一般国道(国管理)
県道

■車線数
６車線
４車線
２車線

埴生IC

山口県

福岡県

下関JCT

美祢西IC

下関IC

門司港IC

門司IC

新門司IC

小倉東IC

北九州JCT

小倉南IC

八幡IC

苅田北九州空港IC

北九州空港

春日IC

大里IC

富野IC

足立IC

小倉駅北IC日明IC

西港IC

戸畑IC

下到津IC

勝山IC

大手町IC

篠崎南IC

北方IC

若園IC

横代IC

長野IC

枝光IC

東田IC

大谷IC

山路IC

黒崎IC

小嶺IC

馬場山IC

金剛IC

大谷JCT

紫川JCT

愛宕JCT

東港JCT

篠崎北IC

小月JCT

しものせききた

R191下関北バイパス
延長 約3.5km
〔4/4車線開通済〕
3種1級、V=80km/h

すじかわたけひさ

（都）筋川武久線
延長 約1.6km 〔都計済〕
4種2級、2車線、V=50km/h

ひこしま

旧 彦島有料道路
延長 約2.2km

〔2/4車線開通済 （都計済）〕
3種2級、V=60km/h

たけひさむくの

（県）武久椋野線
延長 2.8km

〔4/4車線〕 ※高架部2車線
4種1級、V=50～60km/h

しものせきにし

（仮称）下関西道路
延長 約4km
〔未都計〕

0 10km

はえどまりこう

（県）南風泊港線
延長 3.4km

4種1級、V=50km/h

〔4/4車線〕
延長 2.0km

〔2/4車線〕
延長 1.4km

きたきゅうしゅうこうそく

北九州高速５号線
延長 約2.4km

2種2級、4車線、V=60km/h

きたきゅうしゅうこうそく

北九州高速４号線
延長 約11.4km

1種4級、4車線、V=60km/h
（大谷JCT～黒崎IC）
1種3級、4車線、V=80km/h
（黒崎IC～馬場山IC）

きたきゅうしゅうこうそく

北九州高速２号線
延長 約2.8km

2種2級、4車線、V=60km/h

きたきゅうしゅうこうそく

北九州高速５号線
と ばた えだみつ

（戸畑枝光線）
延長 約5.2km ※一部整備中
2種2級、4車線、V=60km/h

しものせききたきゅうしゅう

下関北九州道路
延長 約8.0km

1種3級、4車線、V=80km/h

＊赤字は未整備区間

延長 約2.7km

延長 約2.5km

○下関北九州道路は、北九州高速道路、旧彦島有料道路等を経由して中国縦貫自動車道、関門自動車道、
九州縦貫自動車道により構成される、本州から九州間を結ぶ高速自動車国道に接続する。

ひこ しま



R1.10～
消費税10%

H26.4～R1.9
消費税8%

H18.4～H26.3
民営化移行

H7.12～H18.3
大規模改良工事実施

H1.4～H7.12
消費税導入

S48.11～H1.3
維持管理有料道路に移行

S33.3.10～S48.11
関門
トンネル

160円150円150円200円150円150円350円
普通車
料金

R1.10～
消費税10%

H26.4～R1.9
消費税8%

H23.8～H26.3
特別区間割引

H21.5～H23.7
特別区間割引

H7.4～H21.5S48.11～H7.4-関門橋

280円
（370円）

280円
（360円）

250円
（250円）

300円
（350円）

350円300円-
普通車
ETC料金
（非ＥＴＣ車）

橋：H26.4 ３つの料金水準（普通区間）

交通量
（台/日）

分担率

←コロナ禍→

38,800台/日
（分担率60%）

35,600台/日

25,400台/日
（分担率40%）

海峡断面の交通量は概ね横ばい

橋：H23.8特別区間割引（高速並）

橋：H21.5特別区間割引
橋：R6.4 ３つの料金水準
（普通区間）継続※

※R6.4以降も３つの料金水準は継続

○関門海峡断面での関門橋、関門トンネルの合計交通量は、約64,000台。
〇そのうち、関門橋が約６割、関門トンネルが約４割を分担。

※関門トンネルの料金は、令和8年6月1日より 230円、令和12年頃に300円に変更予定

関門橋・関門トンネルの交通量の推移

資料：NEXCO西日本で作成



○九州地方と全国の広域的な流動を見ると、近畿地方以東の長距離利用は約３割存在。
○関門橋は、200km以上の長距離利用が多く、九州〜本州間の広域移動の中心となっている。
○関門トンネルは、50㎞以下の近距離利用が中心であるものの、長距離利用も一定程度担っている。

資料：全国道路・街路交通情勢調査（R3）を加工してNEXCO西日本で作成

（
関
門
橋
）
（
関
門
ト
ン
ネ
ル
）

関門橋・関門トンネルを利用する交通流動

山口県⇔福岡県の行き来の利用が約８割

山口県⇔福岡県の行き来以外の利用が約６割

山口県⇔福岡県

77％
その他

7％

発着どちらか
山口県・福岡県

16％

山口県⇔福岡県

43％

その他

18％

発着どちらか
山口県・福岡県

39％

資料：全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査(R3)

北海道

東北

中部
近畿中国

四国

関東九州

※全車で集計（フェリー含む）

（単位：百台/日）

732百台/日

3

1039

128

500

14 38

近畿以東の移動が
218百台/日(約30%)

54.2 

22.4 

22.3 

27.4 

21.0 

19.2 

2.4 

31.0 

関門トンネル

橋

平均トリップ長：338km

平均トリップ長：133km

資料：全国道路・街路交通情勢調査（R3）を加工してNEXCO西日本で作成

関
門
橋

関
門
ト
ン
ネ
ル

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～50km 50～200km 200～500km 500km～

関門トンネル・関門橋のトリップ長分布

関門橋・関門トンネルの利用交通特性



0% 20% 40% 60% 80% 100%

関門トンネル関門橋

関門橋・関門トンネルの利用交通特性

○関門橋の利用交通は、市域（旧下関市と北九州市）を越える長距離の利用が約９割以上を占める。
○関門トンネルの利用交通は、旧下関市と北九州市域を結ぶ市域間交通が５割強を占める。

関門橋 【本州～九州間の交通特性】 関門トンネル 【本州～九州間の交通特性】

【関門橋、関門トンネルのOD内訳】

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査
（フェリー除く）

100百台／日以上

30百台／日以上

30百台／日未満

市域間交通

（旧下関市と北九州市域）

市域を越える交通

凡 例

は、各地区の
発集交通量（百台／日）

（丸めの関係で各ODの合計値
と合わないことがある）

●●

関門橋
（365百台/日）

関門
トンネル

（283百台/日）

95.5%

47.7%

4.5%

52.3% 市域を越える交通市域間交通
（旧下関市と北九州市域）

市域を越える交通

市域間交通
（旧下関市と北九州市域）

市域

（旧下関市・北九州市）



67%

55%

26%

25%

26%

22%

28%

59%

67%

61%

10%

16%

16%

8%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

九州西部

北九州市西部

北九州市東部

北九州市西部

北九州市東部

関門橋・関門トンネルの利用交通特性

○「山陽・近畿以東」と「九州西部」等の市域を越える交通は、貨物の運搬などに関する移動が多く、「旧下
関市西部」と「北九州市東部」等の市域間の交通は、帰社・帰宅、通勤・通学の割合が高くなる傾向が
ある。

【本州～九州間ＯＤの発着地域・目的内訳】【本州～九州間の交通特性】

営業・業務
○ 営業用車（タクシー、バス、貨物車などの営業用車）の移動
○ 仕事に関係する移動、貨物の運搬などに関する移動
帰社・帰宅、通勤・通学
○ 自宅・会社等への移動（目的不明トリップを含む）
○ 会社・学校等への移動
私事： 家事、買物、観光、レジャー、通院、習い事などの移動

関門断面

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査
※フェリーを除いた推計値

（百台/日）

34

31

30

60

262

営業、業務 帰社・帰宅、通勤・通学 私事

100百台／日以上

30百台／日以上

30百台／日未満

凡 例

※ は、各地区の発集交通量（百台／日）
（丸めの関係で各ODの合計値と合わないことがある）

●●

市域間交通

（旧下関市と北九州市域）

市域を越える交通

九州
西部

山陽・
近畿以東

北九州市
西部

北九州市
東部

旧下関市
西部

北九州市
西部

中心市街地
・彦島

北九州市
東部

市域（旧下関市・北九州市）



下関市・北九州市の渋滞状況

山口県

福岡県

下関市

北九州市

門司区

小倉北区

戸畑区

小倉南区

八幡東区

北九州市役所

下関市役所

(主)下関港線
25,492台

国道2号
25,419台

都市高速
12,814台

国道10号
19,913台

国道3号
32,689台

国道199号
35,558台

3

191

9

199

2

2

199

3

②

③

資料：
[速度図]ETC2.0データ（R7.10月平日）18時台
[交通量]R3全国道路・街路交通情勢調査
[主要渋滞箇所]九州地方整備局、中国地方整備局HP（R7.9）

②国道2号：関門トンネル（下関側）

③国道3号：三萩野交差点

○下関市や北九州市の中心部及び両市を接続する関門トンネル周辺では渋滞が発生。

さこまち

（仮称）迫町ＩＣ

はえどまりこう

（仮称）南風泊港ＩＣ

（仮称）西港町ＪＣＴ
にしみなとまち

（仮称）西港町ＩＣ
にしみなとまち

都市高速
10,963台

国道9号
20,798台

40km/h以上
30-40km/h未満
20-30km/h未満
20km/h未満

平均旅行速度

主要渋滞箇所

路線名
日交通量

R3全国道路・街路
交通情勢調査

①国道2号：印内交差点①

渋滞発生箇所



関門海峡周辺の道路ネットワーク（下関市側）

国道191号下関北バイパス
（アクセスコントロール部）

至 萩市

至 国道９号

写真③

写真①

至 国道191号

至 彦島

写真④

至 下関IC

至 下関北バイパス

＜凡 例＞

■道路種別
高速自動車国道
都市高速道路
一般国道
主要地方道・一般県道

その他道路

■車線数

６車線
４車線
２車線

■中央分離帯
あり
なし

■アクセスコントロール
区間

■信号

信号交差点

押しボタン式※対象：下関北九州道路から中国縦貫
自動車道（下関IC）までのアクセス

下関IC

E2A

国道191号
下関北バイパス
L=1.7km

第３種第１級

６０㎞/hで供用中

迫町ＩＣ
（仮称）

春日IC３
南風泊港ＩＣ
（仮称）

至 萩市

至 北九州市

写真①

写真③

門司港IC

門司IC

資料： （延長）令和3年度全国道路・街路交通情勢調査、道路台帳より計測

至 萩市

至 国道９号

写真②

国道191号下関北バイパス
（平面部）

※アクセスコントロールの定義は「沿道からのアクセスコントロールがある区間」とした。

（県）武久椋野線
（平面部）

た け ひ さ む く の

（県）福浦港金比羅線

（旧）彦島有料道路（彦島大橋）

ふ く う ら こ う こ ん ぴ ら

ひこしま ひこしま

(県)武久椋野線
L=2.8km

第４種第１級
５０㎞/hで供用中

たけひさむくの

（県）福浦港金比羅線

（旧）彦島有料道路
L=2.7km

第３種第２級

６０㎞/hで供用中

ふくうらこう こんぴら

ひこしま

(都)筋川武久線

第４種第２級（５０㎞/h）

２車線

{１９９０年12月 都市計画決定}

すじかわたけひさ

○下関北九州道路から中国縦貫自動車道（下関IC）までのアクセスは、アクセスコントロールされた（県）福

浦港金比羅線（（旧）彦島有料道路）、国道191号下関北バイパスの一部を経由するが、信号交差点のあ
る一般道を経由して接続される。

○今後、（都）筋川武久線の整備が実施されることで、アクセス道路のネットワークの充実が図られる。

ひこしまう ら こ う こ ん ぴ ら

ふく

すじかわ たけひさ

写真②

下関ICまでの
アクセス道路

印内交差点
いんない

下関北九州道路
L=約8km

第１種第3級

8０㎞/h



関門海峡周辺の道路ネットワーク（北九州市側）

○下関北九州道路から九州縦貫自動車道（八幡IC）までのアクセスは、(仮称)西港町JCTから自動車専用道
路である北九州高速を経由して接続される。

○北九州高速５号線（都）戸畑枝光線（牧山IC～若戸IC）は現在、事業中。

３

199

10

３

322

200

E3

小倉東IC

小倉南IC

八幡IC

大谷
JCT

紫川JCT

東港JCT西港JCT（仮称）

日明IC

至 下関市

至

福
岡
市

北九州高速 ２号線
L=4.3km

第2種第2級

６０㎞/h

北九州高速
５号線
L=7.6km

第2種第2級

６０㎞/h

北九州高速
４号線

L=31.8km

第2種第1級、第2種第1級

６０㎞/h～8０㎞/h

(都)戸畑枝光線

第2種第2級（60㎞/h）

L=5.2km

４車線

{2010年12月 都市計画決定}

富野IC

足立IC

小倉駅北IC

西港IC

戸畑IC

下到津IC 勝山IC

大手町IC

篠崎南IC

北方IC

若園IC

横代IC

長野IC

枝光IC

東田IC

大谷IC 山路IC

黒崎IC

小嶺IC

馬場山IC

金剛IC

愛宕JCT

篠崎北IC

牧山IC

若戸IC

紫川
IC

や はた にし みなと

と ばた えだ みつ まき やま わか と

＜凡 例＞
■道路種別

高速自動車国道
都市高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
指定市市道

■車線数

６車線
４車線
２車線

■アクセスコントロール
区間

※対象：下関北九州道路から九州縦貫
自動車道（八幡IC）までのアクセス



関門海峡周辺の料金体系

○関門海峡周辺においては、料金体系や管理主体の異なる道路ネットワークとなっており、路線ごとに異
なる料金体系、車種区分となっている。

門司IC

八幡IC

凡例
下関北九州道路
関門橋・中国道・九州道
関門トンネル
北九州高速道路

下関IC

小倉東IC

特大車大型車中型車普通車
軽自動車
等

車種区分

2.751.651.21.00.8車種間比率

24.6円/km
※ターミナルチャージ150円を除く

料金
（対距離料金）

特大車大型車中型車普通車
軽自動車
等

軽車両
等

車種区分

2.631.631.311.00.670.1
車種間比率
※普通車を1.0
とした場合

420円260円210円160円110円20円
現行料金
（均一料金）

600円370円300円230円160円20円
令和8年6月
1日から

790円490円390円300円210円30円
令和12年頃

から

大型車普通車車種区分

2.01.0
車種間比率
※普通車を1.0
とした場合

1,050円520円
料金

（均一料金）

＜北九州高速＞

＜関門トンネル＞

＜中国道～関門橋（下関～門司港）～九州道＞
中国縦貫道

九州縦貫道

管理主体：西日本高速株式会社

管理主体：福岡北九州高速公社

ETC車に限定して、関門橋の料金水準を「普通区間」24.6円/kmに引き下げ
（現金車の場合は64.0円/km

（税込）

（税込）



関門海峡周辺の経路別の利用料金

○関門海峡周辺においては、料金体系や管理主体の異なる道路ネットワークとなっており、経路ごとに
異なる料金設定となっている。

鞍手IC

門司IC

八幡IC

小月IC
＜料金・料率＞（普通車）＜料金体系＞＜路線名＞

24.6円/㎞対距離

関門橋（下関～門司港）
中国道
九州道

160円※１均一料金関門トンネル

520円均一料金北九州高速

（ターミナルチャージを除く）

例：中国道・小月IC（山口県）→九州道・鞍手IC（福岡県）の場合（ETC普通車）
おづき くらて

凡例
下関北九州道路
NEXCO西日本
北九州高速道路
一般道

下関IC

九州道・関門トンネル経由
約57km／76分
普通車 1,300円

（内訳）
関門トンネル 160円
門司IC～鞍手IC 1,140円

※１関門トンネルの料金は、令和8年6月1日より
230円、令和12年頃に300円に変更予定

九州道経由
61.0km／44分

普通車（ETC) 1,820円
小月IC～鞍手IC 1,820円

料金は下記の仮定のもと算出
・小月ICから下関ICまで中国道を走行
北九州高速の区間（約10km）を60km/hで走行と仮定
下関北九州道路区間（約8㎞）を約80㎞/hで走行と仮定

北九州高速経由、九州道経由ともに関門橋を通行

※高速道路利用による所要時間：NEXCO西日本Webサイトで検索
※一般道利用による所要時間 ： R3全国道路・街路交通情勢調査による12h上下平均より算出

下関北九州道路・北九州高速経由
約50km／約50分

普通車（ETC） 1,390円＋下関北九州道路
（内訳）

小月IC～下関IC 580円
北九州高速 520円
八幡IC～鞍手IC 290円

北九州高速経由
61.1km／52分

普通車（ETC） 1,650円
（内訳）
小月IC～門司IC 840円
北九州高速 520円
八幡IC～鞍手IC 290円



関門海峡周辺の経路別の構造物の状況

鞍手IC

門司IC

八幡IC

小月IC

例：中国道・下関IC（山口県）→九州道・八幡IC（福岡県）の場合（ETC普通車） 令和8年2月現在
しものせき やはた

北九州高速経由、九州道経由ともに関門橋を通行

下関IC

橋
20.7％

TN
2.0％

小倉東IC

下関北九州道路・北九州高速経由
約40km
○構造物比率

九州道経由
約40km
○構造物比率

北九州高速経由
約40km
○構造物比率

凡例
橋梁延長
トンネル（TN）延長
土工延長

※未供用区間含む



関門海峡周辺の経路別の供用年数

鞍手IC

門司IC

八幡IC

小月IC

北九州高速経由、九州道経由ともに関門橋を通行

下関IC

小倉東IC

下関北九州道路・北九州高速経由
約40km
○供用年数

九州道経由
約40km
○供用年数

北九州高速経由
約40km
○供用年数

凡例
未供用
10年未満
10～19年
20～29年
30～39年
40～49年
50年以上

例：中国道・下関IC（山口県）→九州道・八幡IC（福岡県）の場合（ETC普通車） 令和8年2月現在
しものせき やはた


